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O放射能調査年報46（平成14年4月～平成15年3月置
　福田一義，佐藤千鶴子，横山裕之
　北海道立衛生研究所健康科学部放射線科学科編，北海道立衛生研究所，札幌，平成15年7月
　文部科学省の委託事業を主体とした北海道における環境放射能水準に関する平成14年度の調査結果をまとめた．降水
　の全ベータ放射能測定（試料数127），降下物，上水，湖水，海水，農畜水産物，牛乳，日常食，土壌，海底土などの
　ガンマ線放出核種分析値（試料数66），三三水産物のストロンチウムー90とセシウムー137の放射化学分析値（試料数
　17）及び空聞放射線量率（連続測定）の測定値に異常は認められなかった．
○北海道衛生検査所外部精度管理調査一生化学・血清学的検査，微生物学的検査一
　斉藤明子，桂　英二，中山憲司，西村一彦，木村浩一，若森吉広，駒込理佳，小川　広，矢野昭起
　北海道立衛生研究所編，平成15年度（第14回）北海道衛生検査所外部精度管理調査結果報告書，北海道保健福祉部，
　札幌，平成16年3月
　平成15年度北海道外部精度管理事業として，生化学・血清学的検査及び微生物学的検査を対象にオープン及びプライ
　ンド調査を道内登録衛生検査所43施設に対して実施した．この結果についてデータの集計・解析を行い報告した．
○北海道における3歳児健診を利用したウィルソン病スクリーニング（第3報）一ラテックス免疫凝集比濁法を用いた尿
　中口ルロプラスミン濃度自動分析法のスクリーニング導入一
　中山憲司，斉藤明子，西村一彦，桂　英二，鈴木智宏，孝口裕一，加藤芳伸，澤田幸治，本間　寛，窪田　満1），小林
　邦彦D，藤枝憲二2），遠藤満智子3），神崎節夫4），伊丹　均4），大竹明彦4），池上　潔5），敦賀靖朗5），青木継稔6）
　黒田泰弘編，厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患克服研究事業）「マススクリーニングの効率的実施及び開発に関
　する研究」平成15年度総括・分担研究報告書，徳島大学医学部，徳島，平成16年3月，pp．59－63
　3歳児健診時の尿検査検体を用いて，道内8市4町でウィルソン病スクリーニングを実施した．平成15年4月から平
　成15年12月26日までの受診者数は3254名で，受診率は90．5％であった．再検：二二は162名で，再検率は4．98％で
　あった．再検査，再々検査の結果，尿中セルロプラスミンの異常低値が確認された1名について，精密検査受診勧奨を
　行った．
　1）北海道大学医学部，2〕旭川医科大学医学部，31函館五稜郭病院，〃㈱ナスカ，5）DADE　Behring社，6）東邦大学医学部
○先天性銅代謝異常症（ウィルソン病）の包括的医療システムの構築
　一3歳児健診を利用したウィルソン病スクリーニングの導入一
　中山憲司，斉藤明子，西村一彦，桂　英二，鈴木智宏，孝口裕一，加藤芳伸，澤田幸治，田村正秀，本間　寛，窪田
　満1），小林邦彦1），藤枝憲二2），宍戸直美3），中村正雄3），寺井　格4），田村　守5）
　北海道立衛生研究所編，平成15年度重点領域研究事業報告書，北海道立衛生研究所，札幌，平成！6年3月
　先天性銅代謝異常症であるウィルソン病指標となりうる尿中セルロプラスミン濃度の自動分析法を開発し，3歳児健診
　を利用したウィルソン病スクリーニング事業を全道規模で実施すると共に，本疾患の遺伝子診断技術を導入して確定診
　断を行いウィルソン病の包括的医療システムを構築することを目的として実施した．
　’）北海道大学医学部，2｝旭川医科大学医学部，3）旭川医科大学医学部，4）北海道医療大学医療科学センター，5）北海道大学電子科学研究所
食品薬品部
0農産物中残留農薬試験法検討結果（GC／MS一斉分析法検討）
　新山和人，青柳光敏
　北海道立衛生研究所食品薬品部食品科学科編，平成15年度厚生労働省汎用農薬分析調査試験等の試験検査一残留農薬
　分析法開発に関する試験一分担試験報告書，北海道立衛生研究所，札幌，平成16年3月
　食品中に残留する農薬等へのポジティブリスト制の導入に伴う一斉分析法の開発を行うための基礎的検討を分担した．
　25種類の農薬について，GC／MS一回分析法のための基礎的データ（保持時間，定量イオンの選定，検出限界など）
　を取った後，あらかじめ定めた一斉分析法で7種類の農産物への添加回収実験を行った．
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